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小
宮
山
清
三
1880
1933

近
代
消
防
の
普
及
に
尽
力
し
た
、木
喰
仏
研
究
の
第
一人
者

ふれあい

〈
記
事
監
修
〉
山
梨
大
学 

名
誉
教
授
　齋
藤
康
彦

未
来
を
切
り
拓
い
た
郷
土
の
誇
り

ひ 

ら

ご
き
ょ
う

り
っ
こ
く

し
ょ
う

小宮山清三の協力の下、柳宗悦が発刊した『木喰上人作 木彫佛』（山梨県立博物館蔵）
装丁には山梨の地場産品の印伝や和紙を使用

柳宗悦が小宮山清三邸で出合った木喰仏3体の
うちの1体「弘法大師像」（山梨県立博物館蔵）

（個人蔵）

「
表
消
防
、裏
木
喰
」と
評
さ
れ
た
小
宮
山
清
三
。

全
国
行
脚
し
な
が
ら

今
日
の
消
防
の
礎
を
築
く
一方
で

柳
宗
悦
と
共
に
木
喰
仏
の
調
査
活
動
を
行
い

多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
る
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
。

や
な
ぎ
む
ね
よ
し

も
く
じ
き
ぶ
つ

山梨近代人物館
山梨県庁舎別館2階（甲府市丸の内1-6-1）

開館時間 ： 午前9時～午後5時
休 館 日 ： 第2･4火曜日/12月29日～1月3日
入 館 料 ： 無料
TEL 055-231-0988  FAX 055-231-0991

第9回展示

「近代甲府を彩った人々─県都甲府500年─」
期　　間 ：～9月27日

小宮山清三を送る消防葬
（北杜市浅川伯教・巧兄弟資料館蔵）

大
き
く
貢
献
し
、人
々
か
ら「
消
防
の
父
」と

称
さ
れ
た
。

　
政
治
、消
防
に
限
ら
ず
事
業
家
と
し
て
も

幅
広
く
活
躍
し
た
清
三
は
、登
山
、ス
ポ
ー

ツ
、民
芸
、絵
画
、古
陶
器
な
ど
、多
趣
味
の

人
で
も
あ
っ
た
。１
９
２
４
年（
大
正
13
）年
、

甲
府
教
会
で
交
流
の
あ
っ
た
朝
鮮
民
芸
の
研

究
家・浅
川
巧
が
、民
芸
運
動
の
推
進
者・柳

宗
悦
を
連
れ
て
清
三
の
元
を
訪
れ
た
。こ
の

と
き
清
三
の
所
有
す
る
八
代
郡
古
関
村

　
小
宮
山
清
三
は
、１
８
８
０（
明
治
13
）年
、

中
巨
摩
郡
西
野
村（
現・
南
ア
ル
プ
ス
市
）の

長
谷
部
真
三
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、13

歳
の
と
き
に
、同
郡
池
田
村（
現
・
甲
府
市
）

の
叔
父
・
小
宮
山
民
平
の
養
子
と
な
っ
た
。

１
９
０
１（
明
治
34
）年
に
甲
府
教
会
で
洗

礼
を
受
け
る
。そ
の
後
家
督
を
相
続
し
て
か

ら
は
、家
業
や
公
共
事
業
に
専
念
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
１
９
１
０（
明
治
43
）年
に
は
山
梨
県
初
の

青
年
団
を
結
成
し
た
の
を
皮
切
り
に
、区

長
、村
会
議
員
を
経
て
、１
９
１
４（
大
正
３
）

年
に
は
33
歳
の
若
さ
で
池
田
村
の
村
長
に
就

任
し
た
。当
時
商
工
業
の
近
代
化
が
進
む

一
方
で
、農
村
の
大
半
は
人
力
頼
み
の
重
労
働

と
税
金
に
苦
し
ん
で
い
た
。清
三
の
池
田
村
も

例
外
で
は
な
く
、さ
ら
に
水
田
地
帯
で
あ
り
な

が
ら
干
ば
つ
と
出
水
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。

　
清
三
は
、「
一
村
一
家
族
主
義
」（
村
人
全
員

が
一つ
の
家
族
と
な
っ
て
協
力
す
る
）、「
護
郷

立
国
」（
村
を
守
る
こ
と
で
国
を
興
す
）を

モ
ッ
ト
ー
に
、池
田
村
の
治
水
、酪
農
、果
樹

栽
培
、耕
地
整
理
に
情
熱
を
注
ぎ
、着
実
に

成
果
を
上
げ
て
いっ
た
。

　
青
年
教
育
に
は
特
に
熱
心
に
取
り
組
み
、

自
宅
を
集
会
場
と
し
て
開
放
し
た
り
、青
年

団
の
財
源
に
す
る
た
め
、自
分
の
耕
地
を
提

供
し
た
り
す
る
な
ど
、物
心
両
面
の
援
助
を

惜
し
み
な
く
行
っ
た
。ま
た
、著
名
な
青
年
団

運
動
の
実
践
者
を
長
野
県
か
ら
招
き
、池
田

小
学
校
長
と
す
る
と
、２
人
の
指
導
の
下
、村

の
青
年
た
ち
は
農
村
の
近
代
化
や
社
会
奉

仕
に
積
極
的
に
参
加
し
て
いっ
た
。

　
村
長
就
任
の
翌
年
、清
三
は
池
田
村
消
防

組
頭
に
就
任
し
た
。そ
れ
ま
で
消
防
は
、単

な
る
火
消
し
人
足
と
捉
え
ら
れ
て
お
り
、社

会
的
な
待
遇
が
悪
か
っ
た
。こ
れ
に
対
し
て

清
三
は
、消
防
は
自
治
政
策
の
第
一
歩
で
あ

る
、国
民
が
日
常
生
活
を
託
す
自
治
体
の
尊

厳
を
守
る
消
防
の
尊
重
が
第
一
、自
治
体
を

守
る
こ
と
が
国
防
教
育
に
つ
な
が
る
、と
いっ

た
自
身
の
消
防
理
論
を
多
く
著
し
た
。

　
清
三
は
山
梨
県
庁
と
も
積
極
的
に
協
力

し
て
、消
防
操
典
の
作
成
な
ど
を
行
い
、池

田
村
と
山
梨
県
の
消
防
組
織
を
つ
く
り
上

げ
た
。ま
た
消
防
理
論
や
消
防
技
術
の
普

及
を
目
指
し
、北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
講

演
行
脚
を
行
っ
た
。消
防
へ
の
熱
意
と
ユ
ー
モ

ア
の
込
め
ら
れ
た
清
三
の
講
演
に
は
、常
に

多
く
の
聴
衆
が
集
ま
っ
た
と
い
う
。

　
さ
ら
に
清
三
は
大
日
本
消
防
協
会
と
いっ

た
消
防
普
及
の
全
国
組
織
の
設
立
に
も
関

わ
る
な
ど
、わ
が
国
の
消
防
の
近
代
化
に
も

（
現
・
身
延
町
）出
身
の
僧
・
木
喰
五
行
が
全

国
に
彫
り
残
し
た
３
体
の
仏
像
を
目
に
し
、

そ
の
ほ
ほ
笑
み
に
魅
了
さ
れ
絶
賛
す
る
柳

に
、清
三
は
３
体
の
う
ち
の
１
体「
地
蔵
菩
薩

像
」を
贈
呈
。そ
の
後
、本
格
的
に
調
査
研

究
を
始
め
た
柳
を
全
面
的
に
支
援
す
る
と

と
も
に
、自
ら
も
木
喰
研
究
に
打
ち
込
ん

だ
。消
防
講
演
に
訪
れ
た
先
々
で
木
喰
の
足

跡
を
調
べ
、一
年
間
で
約
３
５
０
体
も
の
木
喰

仏
を
発
見
し
た
。そ
の
後
も
木
喰
五
行
研
究

会
を
設
立
し
、研
究
雑
誌
を
発
刊
す
る
な

ど
、そ
れ
ま
で
無
名
だ
っ
た
木
喰
仏
の
魅
力

を
広
く
世
間
に
知
ら
し
め
た
。

　
１
９
３
３（
昭
和
８
）年
、消
防
講
演
を

行
っ
た
後
、病
に
倒
れ
た
。享
年
53
歳
。県
下

初
の
消
防
葬
が
舞
鶴
城
公
園
で
執
り
行
わ

れ
、一
万
人
余
り
の
参
列
者
に
見
送
ら
れ
た
。

後
に
建
て
ら
れ
た
頌
徳
碑
に
は「
護
郷
立

国
」の
文
字
が
刻
ま
れ
、清
三
の
功
績
が
今

も
な
お
、た
た
え
ら
れ
て
い
る
。

やまなしの
偉人たち

36

木
喰
仏
を
世
に
出
す

「
消
防
の
父
」誕
生

池
田
村
の
村
長
と
し
て

村
づ
く
り
、人
づ
く
り
に
ま
い
進
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